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会派代表質問発言通告書
令和 6年  2月 心 日

午為 tr時 舌?分 受付
(通告書  5 枚 )No。 1

令和 6年度市政運営の所信と主要施策の概要に封し、下記の事項について、会派を代

表して質問したいので通告します。

令和 6年  2月  15日

つくば市議会議長  五頭 泰誠 様

会派名 つくば・市民ネットワーク    代表者氏名  皆川 幸枝

会 派 構 成 議 員 数  4人 発言者氏名 皆川 幸枝

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 は じめに

(1～ 2ページ )

(1)令和 5年度に実施 した気候市民会議は、住

民基本台帳から無作為抽出で市民委員を選出
した市民参加型の会議でした。この無作為抽

出型市民会議の総括と今後の展開はどのよう
に考えているか。

(2)毎年、異常気象による災害が発生してお

り、気候変動姑策は待つたなしの状況であ

り、つくば市でも全庁的、全市民的に最優先
で取り組むべき課題と考えます。
そのためにも現在、つくば市で取 り組んでい

る施策とその経過、気候市民会議で出た提言と

その進捗を市民に見える化 していくことが必

要だと考えますが、見解を伺います。

(3)地域にある既存の公共施設等を利活用 し、

多くの人が気軽に立ち寄 り、交流し、居心地

よく過ごしてもらえる「たまり場」や 「居場

所」となる拠点を増やす施策とはどのような

ものか。

市長



質 問 事 項 要 』
ロ 答 弁 者

2 徹底 した行政

改革

(3～ 4ページ)

(4)ス ーパーサイエンスシティ構想で、先端的

科学技術を活用しデジタル化を進めていく上

で、個人情報の利用は必須となる。高齢者を

始め、市民の誰もが個人情報の管理とリスク

について理解 した上で利用するかどうか判断
できるよう説明すべきと考えるが、見解を伺
います。

(5)1月 1日 に起きた能登半島地震において

は、地震想定が甘かつたために住宅耐震化が進

んでいなかったという指摘があります。つくば

市も対象地区となっている茨城県地震被害想

定において、茨城県南都地震は震度 6強が想定

されています。その対策として、住宅の耐震化

促進と、また、土砂災害警戒区域にある公共施

設 (茎崎第二小学校、茎崎老人福祉センター、

筑波ふれあいの里)の 災害封策を進める必要が

あると考えますが、見解を伺います。

(1)行政サービスは刻々と変化 しており、福祉

や朱育、社会教育、ケアサービスなどの様々

な分野で、社会福祉士、臨床心理士、保育
士、保健師、図書司書、給食調理員などの専

門職が行政の職に就いていますが、その多く

は会計年度任用職員という年度ごとの採用と

なっています。
つくば市において、令和 5年度会計年度任

用職員数は約1,400人 、職員全体の約40%と な
つています。会計年度任用職員制度は「官製ワ
ーキングプア」とも呼ばれ、不安定な雇用と低

収入が課題であり、市民にとつても十分な質の

福祉やサービスが継続されにくく、会計年度任

用職員のモチベーション低下にもつながりま

す。臨時的な職務以外の定常的になつている業

務では、会計年度任用職員ではなく、正規職員
として雇用していく必要があると考えますが、

見解を伺います。

市長

会派名 つくば・市民ネットワーク 代表者氏名  皆川 幸枝 NO。   2

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承



会派名 つ くば・市民ネ ッ トワーク 代表者氏名  皆川 幸梃   NO.a_

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

3 安心の子育て

(4ページ)

4 頼れる福祉

(4～ 5ぺ‐ジ)

(2)オンデマン ド型移動期 日前投票事業とはど
のようなものか。市全体を対象として実施さ

れるのか。

(1)不登校支援事業は、令和 5年度より、全国
に先駆けて大幅に拡充されました。この事業
の総括と、令和 6年度事業内容について伺い

ます。

(2)日 本全体で不登校児童生徒数がおよそ30万

人となりヽ学校の在 り方が問われていると先
日のNHKで も放送され、私達に問題提起さ

れていると言えます。つくば市教育大綱の理

念からも、一斉授業ではない、子どもが自ら

学ぶ力を発揮するために、学校の在 り方を再

考する必要があると考えますが、見解を伺い

ます。

(3)子 どもを取り巻く課題として、学校ではず
っと座っている授業ばかり、休み時間が限ら

れ、放課後や土日は習い事があり、何もしな

くてもいい時間が無い、ということが指摘さ

れています。令和 6年度からスタ‐ 卜する放

課後アフタースクール事業で、子どもの自由

な時間を確保できるように留意すべきと考え

ますが、見解を伺います。

(1)人 が生活するためには住宅の確保が必須で

あるが、高齢者がアパー ト等の賃貸住宅を借
りにくい、また、障害者のバ リアフリー賃貸

住宅が少ないという課題があります。こうい

った方々が、うくば市で自分らしく生きるた

めの住宅政策をどのように考えているか、見

解を伺います。

市長

教育長

市長

教育長



質 問 事 項 要 』
ロ 答 弁 者

5 便利なインフ

フ       ′

(5～ 6ページ)

6 活気ある地域

(6～ 7ページ)

(2)すべての人が自分らしく生きる社会の実現
のためには、高齢者も障害者‐も、すべての公

共施設を利用できるようにすることが自治体
の責務と考えます。学校や地域交流センター

等の公共施設へ、エレベーター設置等のバ リ
アフリ‐改修を実施することについて、見解
を伺います。

(3)令和 4年度の決算審査で議会が取 り上げ
た、高齢者タクシー運賃助成について、新年度
から対象者が広げられ、高齢者の移動支援施策
が充実することは大変評価 します。今後も高齢

者人口が増加することが予測されてお り、高齢
ドライバーの自家用車から公共交通への乗 り

換えを促進するためにも、つくバス。つくタク

を含めた高齢者の移動支援・公共交通に関する

事業の拡充が必要と考えるが、見解を伺い

ます。

(1)イ ンフラ整備として大きな課題の 1つは、水

道未整備地区への水道管布設だと考えます。現

在、水道料金の見直しで財政の見通しが立って

きており、未整備地区への布設計画を定めるべ

きと考えますが、見解を伺います。

(1)日 本の農業人口は急速に減少 し、食糧自給

率も低い状態が続いており、食糧安全保障の

観点や、また産業としての観点からも、農業
の活性化が必要と考えます。その一環とし

て、昨今、海外はもとより国内においてもオー

ガニック食材への注目が高まり、消費量も伸び

始めています、市として、農業者が有機農業に

取り組むための施策について、見解を伺い

ます。

市長

市長
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※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承
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質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

7 誇れるまち

(7～ 8ページ)

(2)SDGsや 温暖化対策の観点からも今ある森林

を維持 していくことは大変重要と考えますα
森林バンク制度を創設することにより、市内
の林野率はどの程度向上できると考えていま

すか。また、緑の基本計画にも数値目標を設

定することについて、見解を伺います。

(1)中央図書館の改修工事は、市の付属機関で

ある図書館懇話会からの提言書 「つくば市図

書館の将来構想2020」 にも含まれています。
その他にも、様々な図書館機能やサービスを

市全域に展開していくことなど、様たな提言
が出てお り、今後の展開が期待されます。図

書館機能の拡充については、今後どのように

展開されるのか、また、どのような会議で検

討されるのか、伺います。

(2)公園は禁止事項が多く、子どもが自由に遊
べない場所となつている所があり、全国的な

課題です。子どもが自由に、水や土や木を使
って創造力を発揮 し、自分の責任で遊べる場
である「プレイパーク」を、流星台に常設型

として設置 し、多くの子どもや大人が訪れ

て、大変好評です。「プレイパーク」には子ど

もが自由に遊べるよう見守るプレイリーダー

が存在 します。市内各地の公園で、子どもたち

が自由に遊べるよう、プレイ リーダーの養成を

市として進めていくことについての見解を伺
います。

市長

教育長

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承


